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新型コロナウイルスの感染拡大防止、及び感染拡大の影響を受けている
地域経済や住民生活の支援を通じた地方創生を図るため、次の事業が実施
されます。

公共施設などの感染対策備品の購入、町民へ新型コロナウイルス感染症の
注意喚起を行うための告知放送システム端末の整備

６
月
議
会
定
例
会
令
和
３
年
６
月
８
日
〜
16
日

令和３年度一般会計補正予算（第２号）が
全会一致で可決しました

新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金事業＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

●感染拡大防止対策事業  ………………… 490万円

マイナンバーカードを利用して、住民票などを非接触で交付できる端末機の
導入

●らくらく証明交付サービス事業  …… 192.5万円

コロナ収束後に向けた移住促進として、大都市圏を中心に和気町の魅力を
発信

●タウンプロモーション事業  …………… 770万円

令和３年４月２日から令和４年４月１日までに出生し、和気町に住民登録
された新生児１人につき１０万円を支給

●新生児特別定額給付金事業 …………… 500万円

コロナ禍による外出機会の減少、運動不足や食生活の乱れなどが懸念される
中、ウイルスに負けない身体づくり及び健康維持・増進を図るため、健康
測定器の設置、健康ポイント事業の実施、保健指導シミュレーションシステム
の導入

●健康づくり事業 ………………………… 621.3万円

町内飲食店の新型コロナウイルス感染防止対策を支援するため、１店舗あたり
５万円を上限に補助

●飲食店感染防止対策支援事業 ………… 200万円

新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けている「高原の宿ロマンツェ」
への施設運営支援協力金と、感染症対策のための施設改修

●ロマンツェ支援事業 …………………… 1,760万円

園、小・中学校感染症対策備品などの購入、和気町体育館メインアリーナ床の
アルコール消毒対応ワックスへの塗り替え

●教育施設等事業 ……………………… 2,121.8万円
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←６月議会の動画　
　一覧はここから



臨時議会

議案番号

承認第２号

承認第３号

承認第４号

承認第５号

議案第41号

議案第42号

議案第43号

議案第44号

議案第45号

件　　　　　　　　　名 審議結果

専決処分（和気町税条例等の一部を改正する条例）の承認を求めることについて

専決処分（和気町都市計画税条例の一部を改正する条例）の承認を求めることについて

専決処分（和気町介護保険条例の一部を改正する条例）の承認を求めることについて

専決処分（令和３年度和気町一般会計補正予算第１号）の承認を求めることについて

固定資産評価審査委員会委員の選任について：村中　博 氏

固定資産評価審査委員会委員の選任について：杉本晴彦 氏

固定資産評価審査委員会委員の選任について：青盛眞人 氏

教育長の任命について：徳永昭伸 氏

教育委員会委員の任命について：林 泰子 氏

全会一致
承　認

全会一致
承　認

全会一致
承　認

全会一致
承　認

全会一致
同　意

全会一致
同　意

全会一致
同　意

全会一致
同　意

全会一致
同　意

（令和３年５月 21日開催）
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主な改正内容は次のとおりです。

和気町議会会議規則の一部を改正する規則
について全会一致で可決しました。

議員活動と家庭生活との両立支援策をはじめ、男女の
議員が活動しやすい環境整備の一環として、出産、育児、
介護など、議員として活動するにあたっての諸要因に
配慮するため、議会への欠席事由を規定し、出産につい
ては母性保護の観点から産前・産後の欠席期間を規定し
ました。

●

請願者の利便性の向上を図るため、議会への請願手続きについて、これまで
請願者に対して一律に求めていた押印の義務付けを見直し、署名または記名
押印に改めました。

●



和気町・赤磐市の一部の事務を共同で行うため、一部事務組合を設置しています。
一部事務組合議会は、構成する和気町・赤磐市の議会から選出された議員が、予算や決算などについて審議します。

組　合　名 議　　案　　の　　件　　名 審議結果

議長選挙：山本泰正氏（和気町）が就任

副議長選挙：大口浩志氏（赤磐市）が就任

監査委員の選任：早瀬光信氏（和気町）を選任

監査委員の選任：当瀬万享氏（和気町）を選任

議長選挙：山本泰正氏（和気町）が就任

副議長選挙：実盛祥五氏（赤磐市）が就任

監査委員の選任：安東哲矢氏（和気町）を選任

議長選挙：山本泰正氏（和気町）が就任

副議長選挙：保田　守氏（赤磐市）が就任

監査委員の選任：早瀬光信氏（和気町）を選任

監査委員の選任：西中純一氏（和気町）を選任

選　挙

選　挙

原案同意

原案同意

選　挙

選　挙

原案同意

選　挙

選　挙

原案同意

原案同意

和気老人ホーム組合

和気・赤磐し尿処理施設
一 部 事 務 組 合

和気北部衛生施設組合

（令和３年５月 14日開催）

請 願 ・ 陳 情

選択的夫婦別姓制度の法制化を進める意見書の提出を求める請願
提出者：原田 亜希子 ▶審査結果：賛成多数で採択

請

選択的夫婦別姓制度の法制化に反対する意見書の提出を求める請願書
提出者：小池 和夫 ▶審査結果：賛成少数で不採択

請

区内の排水路調査研究に要する作成費の早急な予算措置の要望
提出者：矢田区長  坪井 迪郎 ▶審査結果：全会一致で趣旨採択

要

安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための陳情
提出者：岡山県医療労働組合連合会執行委員長  西崎 克江 ▶審査結果：全会一致で採択

陳

討論
５ページへ
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×○○○○×○○○×選択的夫婦別姓制度の法制化を進める意見書の
提出を求める請願

×××××○×××○選択的夫婦別姓制度の法制化に反対する意見書の
提出を求める請願書

議 案 等 の 名 称

　　　　　　　　賛否の状況  　　※賛否が分かれた議案のみ掲載

一部事務組合議会



山本  稔議員
私は選択的夫婦別姓制度の法制化を進める意見書の提
出に反対であります。
　選択制になると、選択する人としない人がバラバラ
になる状況が生まれ、そうなると別姓を選んだ人は子
どもと親の姓が違ってきます。それにより子ども同士
の差別が生まれるのが目に見えています。男女平等の
観点から言うと、結婚してどちらかの姓を選ぶのは自
由であり平等でないとは言えないと思います。また、
別姓を選ぶとおのずと家族の名前○○家がなくなって、
すべて個人の姓になります。現在いろいろなところで
旧姓の使用ができており、社会で広く認められていま
す。明治から続いてきた家族という文化がなくなって
しまう。世界では姓がない国、並記する国、法がない
国などいろいろです。早急な法制化はいろいろ問題が
あり、反対します。

尾崎 智美議員
　改姓による不便や不利益をなくしたいという目標は
同じですが、方法論が違います。戸籍にメスを入れて
解決するのか、通称使用を拡大することで解決するの
かの違いです。パスポート、運転免許証、医師などの
師業や弁護士などの士業の免許でも既に通称は認めら
れています。女性側の改姓が多い現状ですが、既に法
的平等は実現しています。まずは法律変更ではなく、
啓発活動から始めるべきだと思います。選択しない人
には影響がないのだから認めてあげればよいという意
見もありますが、その論法なら、「イスラム教に改宗
した人には選択的に一夫多妻を認めてほしい」といっ
た要求に対してもそう答えることになります。
　夫婦別姓が可能になれば、既婚者もその対象になる
はずなので、妻が突然別姓にしたいと言い出したり、
子供の姓をめぐって親族間で争ったりするケースが増
えるトラブルが予想されます。
　また、別姓を希望しない人にも影響があると思いま
す。現行の戸籍における姓は家族のチーム名のような
位置づけですが、例外を認めることによって意味合い
が変わり、単なる個人の名前の上半分になるという喪
失感につながる恐れがあります。
　よって、戸籍や民法にまで踏み込むことは、多くの
トラブルを生じさせることにつながり、別姓を希望す
る人以外に影響がないというのは間違いだと思われる
ことから、本請願に反対し
ます。

討論 請願第1号
「選択的夫婦別姓制度」の法制化を進める意見書の提出を求める請願に関する討論

反対賛成

佐
藤 鈴

木

神﨑 良一議員
賛成討論の要旨は次のとおり。
① 現在の制度が夫婦どちらかの姓を義務付けているのに対し、
この度の意見書は同姓にするもよし別姓にするもよしと選択
制であり、個々の事情に対応できる合理的な制度であると考
えられること

② 選択的夫婦別姓制度の法制化より、望まぬ改姓・事実婚・通
称使用の不利などに、今まで苦しんできた方々が解放される
こと。言い換えれば、複雑化多様化した今日の婚姻関係によ
り適していること

③ インターネットなどで見てみると、選択的夫婦別姓制度の法
制化に賛成の意見が非常に多く、その意見が２０年以上前から
続いていること

④ 法制化を反対する理由として、家族の絆や一体感を危うくし
てしまうとの指摘もあると聞くが、核家族化が急激に進み核
家族化、一方で独居高齢者も多数おられ、また、離婚率が２０
００年代に入ってからは高水準にある中、夫婦別姓にすること
が家族の絆や一体感を危うくするとは到底考えにくいこと

⑤ 結婚まで使用した自分の姓に愛着を感じてきたことや、個々
の生き方や価値観を感じてきた姓を結婚にこだわらず一生使
いたいと強く願うことは、人として生まれた以上、自然な願
いであると思われること

以上のことから、この請願書に強く賛成するものです。

太田 啓補議員
　選択的夫婦別姓制度とは，夫婦は同じ姓を名乗るという義務
的制度に加えて，希望する夫婦が結婚前の姓を名乗ることを認
めるという制度です。「選択的」ということで、いたって民主的
かつ平等な制度だと思います。
　選択的夫婦別姓制度のメリットとして、「ジェンダー平等の促
進」がいわれています。これまでは結婚したら女性側が姓を変
えるのが普通とされていましたが、「女性が合わせるべき」とい
う固定概念がなくなることで、ジェンダー平等が促進されると
考えられます。
　また、これまで名乗ってきた姓を別のものへと変えることは、
自分の一部を失うという意味で、とても大きな覚悟を必要とし
ます。しかし、結婚に伴い強制的に姓を変えなくてよいとなれば、
結婚に対する障壁が下がり、姓の変更を理由にして結婚を遠慮
する必要がなくなります。
　さらにいえば、法務省民事局長が衆議院法務委員会において、
「婚姻後に夫婦のいずれかの氏を選択しなければならない夫婦同
氏制を採用している国は法務省の把握している限りで日本のみ」、
と説明しているとおり、国際社会の中で特異な制度であるとい
えます。
　国際的には、１９７９年に国連において女性に対する差別の根
絶を目的とした「女性差別撤廃条約」が締結され、日本におい
ても１９８５年に批准しており、国連から夫婦別姓の法改正を再
三勧告されています。
　以上の観点から、私は「選択的夫婦別姓制度の法制化を進め
る意見書」の提出を求める請願について賛成を表明します。
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ド
化
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
今
回
購

入
の
塵
芥
収
集
車
は

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
か
。

答 

山
﨑 

生
活
環
境
課
長

　
　

今
回
の
車
は
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車
で
は
な

い
。
理
由
は
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
の
塵
芥
収

集
車
が
１
台
あ
っ
た

が
、
昨
年
12
月
頃
か

ら
調
子
が
悪
く
な
り
、

３
月
末
に
廃
車
と

な
っ
た
。
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
の

修
理
は
多
額
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
経
緯
か

ら
今
回
は
通
常
の

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ

ン
車
と
な
っ
た
。

物
品
購
入

契
約
の

締
結

←６月 8日②の
　動画はここから

←６月 8日①の
　動画はここから



p.7 わけ議会だより61号

条
例

令
和
３
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

問 

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

事
業
の
需
用
費
、
修
繕

料
の
内
容
は
何
か
。

答  

音
声
告
知
放
送
の
シ

ス
テ
ム
端
末
の
修
繕
︑

町
体
育
館
の
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
の
修
繕
な
ど

で
あ
る
︒

問
日
笠
地
区
公
民
館
費
２

７
０
０
万
円
の
ソ
ー

ラ
ー
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
は
、
蓄
電
だ
け
で
な

く
売
電
も
可
能
で
は
な

い
か
。

答  

発
電
能
力
は
日
常
の

電
力
を
カ
バ
ー
で
き

る
程
度
で
あ
る
が
︑余

剰
電
力
が
で
き
れ
ば

売
電
も
可
能
で
あ
る
︒

問
小
・
中
学
校
教
諭
の
業

務
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
配

置
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答  

業
務
ア
シ
ス
タ
ン
ト

は
︑佐
伯
小
・
佐
伯

中
に
兼
務
で
�
名
︑

和
気
小
︑本
荘
小
及

び
和
気
中
に
各
�
名

の
計
�
名
を
配
置
し

て
い
る
︒

請
願
第
１
号　

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の

法
制
化
を
進
め
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
請
願

　

審
査
の
結
果
は
可
否
同
数

と
な
り
、
委
員
長
裁
決
に
よ

り
採
択
と
な
っ
た
。

　

各
委
員
か
ら
の
意
見
は
次

の
と
お
り
。

① 

総
社
市
と
倉
敷
市
だ

け
が
結
論
を
出
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
中
︑
町

議
会
と
し
て
近
隣
の
状

況
を
見
極
め
て
か
ら
結

論
を
出
す
の
が
よ
い
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
の
で
︑継
続
審
査
に

し
て
は
ど
う
か
︒

② 

請
願
者
か
ら
和
気
町

議
会
と
し
て
結
論
を
出

し
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
要
望
も
あ
り
︑今
議

会
に
お
い
て
結
論
を
出

し
て
は
ど
う
か
︒

③ 

こ
の
制
度
を
導
入
す

る
こ
と
で
︑子
ど
も
た

ち
の
差
別
が
増
え
る
の

で
は
と
懸
念
し
て
お
り
︑

子
ど
も
や
大
人
に
対
す

る
影
響
へ
の
法
制
化
も

進
ん
で
い
な
い
中
︑こ

の
制
度
を
進
め
る
の
は

反
対
で
あ
る
︒

④ 

現
在
︑結
婚
し
て
姓
が

変
わ
る
こ
と
の
不
便
を

解
消
す
る
た
め
︑
通
称

使
用
の
拡
大
が
行
わ
れ

お
り
︑戸
籍
が
法
令
の

ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る

の
で
︑混
乱
が
生
じ
る

の
で
は
な
い
か
︒

請
願
第
２
号　

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の

法
制
化
に
反
対
す
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
請
願
書

　

審
査
の
結
果
は
可
否
同
数

と
な
り
、
委
員
長
裁
決
に
よ

り
不
採
択
と
な
っ
た
。

委員長報告 和気町議会には、2つの常任委員会と２つの特別委員会が
あり、付託された議案について、特に詳しく審議します。

総
務
文
教

常
任
委
員
会

旧日笠地区公民館新日笠地区公民館建設予定地



条
例

わけ議会だより61号 p.8

令
和
３
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

問 

現
在
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
状
況
は
。

答  

和
気
町
で
の
交
付
率

は
��.

�� 
％
で
︑
４
９

６
１
人
の
方
が
取
得

さ
れ
て
お
り
︑岡
山

県
お
よ
び
全
国
の
平

均
交
付
率
を
い
ず
れ

も
上
回
っ
て
い
る
︒

問 

健
康
づ
く
り
事
業
の
詳

細
は
。

答  

血
管
年
齢
︑脳
年
齢
︑

体
内
の
老
廃
物
を
測

る
機
械
︑高
精
度
の

体
組
成
分
析
装
置
を

購
入
す
る
予
定
で
あ

る
︒
設
置
場
所
は
︑

和
気
鵜
飼
谷
温
泉
︑

学
び
館
サ
エ
ス
タ
︑

町
民
体
育
館
︑役
場

で
あ
る
︒

問 

新
生
児
の
特
別
給
付
金

に
つ
い
て
、
積
極
的
に

予
算
編
成
す
べ
き
で
は
。

答  

今
年
度
は
��
人
の
出

生
を
見
込
み
５
０
０

万
円
で
あ
る
︒

問 

ロ
マ
ン
ツ
ェ
支
援
事
業

で
、
昨
年
度
の
修
繕
及

び
今
年
度
の
修
繕
は
。

答  
昨
年
度
は
展
望
風
呂

の
換
気
扇
︑今
年
度

は
浴
室
手
洗
い
の
非

接
触
型
へ
の
交
換
︑

個
別
の
間
仕
切
り
︑

１
階
２
階
ト
イ
レ
の

換
気
扇
で
あ
る
︒

問 

飲
食
店
感
染
防
止
対
策

支
援
事
業
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
対
策
機
器
の
購
入
に

対
す
る
補
助
で
あ
る
が
、

対
象
と
な
る
機
器
は
。

答  

感
染
防
止
対
策
を
行

う
た
め
購
入
し
た
︑感

染
予
防
用
品
︑飛
沫
感

染
予
防
用
品
︑接
触
防

止
用
品
な
ど
で
︑４
月

１
日
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
適
用
す
る
︒

議
案
第
48
号

物
品
購
入
契
約
（
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
パ
ッ
カ
ー

車
１
台
）

問 

入
札
を
辞
退
し
た
指
名

業
者
の
辞
退
理
由
は
。

答  

特
装
車
の
取
り
扱
い

が
な
い
︑
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
で
き
な
い
た
め

で
あ
る
︒

問 

特
装
車
の
取
り
扱
い
が

で
き
な
い
業
者
を
（
指

名
業
者
に
）
選
定
す
る

こ
と
は
あ
り
得
な
い
の

で
は
。

答  

庁
用
車
の
購
入
に
つ

い
て
は
︑町
内
全
業
者

を
選
定
し
て
い
る
︒

問 
ど
う
い
っ
た
場
合
に
入

札
不
調
に
な
る
の
か
。

答  
応
札
業
者
が
２
者
以

上
な
い
場
合
や
︑
全

業
者
の
応
札
額
が
予

定
価
格
に
達
し
な

か
っ
た
場
合
で
あ
る
︒

委員長報告

厚
生
産
業

常
任
委
員
会



　一般質問とは、和気町の行財政全般にわたって、執行機関に対して説明を求めたり、または
所信をただしたりすることです。これにより、執行機関の政治姿勢を明らかにするとともに、
政治責任を明確にする目的があります。
　一般質問は一問一答方式でおこなわれ、質問時間は質問・答弁をあわせて４０分間です。
　６月議会定例会には、６名が登壇し、町長・教育長・その他執行部の考えをただしました。
　なお、今回の一般質問は緊急事態宣言下で行われるため、喫緊を要する質問事項を中心に
通告することで申し合わせがなされました。

安東 哲矢 議員10
ページ

○ 新型コロナウイルスワクチン接種の
　 状況は

太田 啓補 議員13
ページ

○ 学校給食のオーガニック化の考えは
○ 海洋ごみへの対策は
○ 新型コロナワクチン接種の進捗状
況は

居樹　豊 議員11
ページ

○ 公共施設等の維持管理の考えは
○ 和気駅南ロータリーの環境整備を

尾崎 智美 議員14
ページ

○ 小中学校での集団接種についての
考えは

○ 学校での児童や生徒へのマスク指導
や熱中症対策は

神﨑 良一 議員12
ページ

○ 新型コロナウイルスワクチン接種を
キャンセルした人や未接種者への
対応は

西中 純一 議員15
ページ

○ 泉団地の存続はできないか
○ 低家賃住宅維持を
○ 学校給食の公会計化と無償化を

p.9 わけ議会だより61号



一般質問

問 

65
歳
以
上
の
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

状
況
は
。

答 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　

６
月
��
日
現
在
︑全
対

象
者
の
��.

�
％
が
１
回
目

の
接
種
を
終
え
て
い
る
︒

問
キ
ャ
ン
セ
ル
な
ど
で

余
剰
が
生
じ
た
場
合
の
優

先
接
種
の
順
位
は
決
め
て

い
る
の
か
。

答 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　

優
先
順
位
つ
い
て
は
︑

①
接
種
医
療
機
関
の
従

事
者

②
接
種
医
療
機
関
の
入

院
者

③
ワ
ク
チ
ン
接
種
支
援

業
務
に
携
わ
る
町
職
員

④
町
内
の
高
齢
者
施
設

な
ど
の
従
事
者

⑤
町
内
の
に
こ
に
こ
園
︑

小
・
中
学
校
︑高
等
学

校
に
勤
務
す
る
者
の
順

で
あ
る
︒

問 
自
力
で
病
院
に
行

け
な
い
在
宅
の
高
齢
者
及

び
障
が
い
者
へ
の
対
応
は
。

答 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　

現
在
︑
対
象
者
は
い
な

い
が
︑
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
は
民
生
委
員
を
通

じ
て
町
へ
連
絡
で
き
る

体
制
に
し
て
い
る
︒

問 

64
歳
以
下
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
券
は
い
つ
発
送

す
る
の
か
。
ま
た
、
す
べ

て
の
町
民
が
２
回
接
種
を

終
え
る
の
は
い
つ
頃
か
。

答 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　

６
月
��
日
に
︑
��
歳
か

ら
満
��
歳
の
方
へ
一
斉

に
送
付
す
る
︒
��
月
末

を
め
ど
に
︑
２
回
目
の
接

種
が
終
わ
る
予
定
で
あ

る
︒問 

12
歳
か
ら
15
歳
ま

で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

ど
の
よ
う
な
形
で
接
種
を

す
る
の
か
。
集
団
接
種
を

行
う
の
か
。

答 
松
田 

健
康
福
祉
課
長

　

個
別
接
種
の
方
向
で

あ
る
が
︑国
及
び
県
の
動

向
や
︑
和
気
医
師
会
と

も
相
談
し
な
が
ら
接
種

を
進
め
て
い
き
た
い
︒

問 

現
時
点
で
の
課
題

は
何
か
。

答 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　

��
月
末
を
め
ど
に
接

種
を
終
わ
ら
せ
る
た
め

に
は
︑
国
か
ら
の
ワ
ク
チ

ン
の
供
給
が
順
調
に
進

ん
だ
場
合
で
あ
り
︑
ワ
ク

チ
ン
の
安
定
供
給
を
お

願
い
し
て
い
る
︒

答 

徳
永 

教
育
長

　

あ
く
ま
で
も
こ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
任
意
で

あ
り
︑
特
に
��
歳
か
ら
��

歳
ま
で
は
︑
保
護
者
の

同
意
が
必
要
で
あ
る
こ

と
の
徹
底
を
図
っ
て
い

き
た
い
︒

答 

草
加 

町
長

　

集
団
接
種
に
つ
い
て

は
サ
エ
ス
タ
と
中
央
公

民
館
で
４
回
予
定
し
て

い
る
︒
現
在
︑岡
山
市
内

の
看
護
師
に
お
願
い
し
︑

集
団
接
種
会
場
へ
の
対

応
を
検
討
し
て
い
く
︒

安
東 
哲
矢

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況
は

早
急
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
完
了
に
努
力
し
て
い
く

わけ議会だより61号 p.10

安東哲矢議員の
一般質問動画は
ここから→

ワクチン接種（イメージ）



問 

和
気
町
の
保
有
す
る

公
共
施
設
・
イ
ン
フ
ラ
は
、

整
備
さ
れ
て
30
年
か
ら
50

年
経
過
し
、
こ
の
維
持
管

理
コ
ス
ト
は
財
政
を
圧
迫

し
て
い
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　

人
口
減
少
下
の
自
治
体

経
営
と
し
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答 

海
野 

財
政
課
長

　

整
備
か
ら
��
年
以
上
経

過
し
て
い
る
和
気
町
の
公

共
施
設
は
︑全
体
の
約
��
%

を
占
め
て
お
り
︑老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
現
状
に
あ
り
︑

近
い
将
来
建
て
替
え
や
修

繕
と
い
っ
た
更
新
が
必
要

な
時
期
を
迎
え
る
た
め
︑こ

れ
に
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
最
大
の
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
︒

　

特
に
道
路
︑上
水
道
施
設
︑

下
水
道
施
設
な
ど
は
規
模

が
大
き
く
多
額
の
経
費
を

要
す
る
の
で
︑計
画
的
な
対

応
が
必
要
と
考
え
て
い
る
︒

　

町
民
の
ニ
ー
ズ
を
最
大

限
配
慮
し
つ
つ
︑人
口
規
模
︑

財
政
規
模
を
勘
案
し
た
施

設
保
有
量
の
適
正
化
を
図

る
と
と
も
に
︑世
代
間
の
公

平
性
を
踏
ま
え
た
計
画
的

な
改
修
な
ど
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
︒

問
向
こ
う
10
年
間
の
第

２
次
和
気
町
総
合
計
画
が

本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

和
気
町
の
大
き
な
課
題
と

し
て
施
策
の
具
現
化
に
努

め
、
持
続
可
能
な
行
財
政

運
営
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

答 

草
加 

町
長

　

公
共
施
設
の
管
理
に
つ

い
て
は
原
則
︑長
寿
命
化
が

基
本
と
考
え
て
お
り
︑財
政

負
担
を
極
力
抑
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
︒

居
樹
　
豊

公
共
施
設
等
の

維
持
管
理
の
考
え
は

老
朽
化
対
策
を
推
進
し
て
い
く

一般質問

和
気
駅
南
ロ
ー
タ
リ
ー
の
環
境
整
備
を

問問 
和
気
町
駅
周
辺
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
優
先
政
策
と
し
て
整

備
さ
れ
た
南
北
地
下
通
路

は
、
通
勤
通
学
な
ど
多
く

の
人
が
利
用
し
て
い
る
が
、

駅
南
ロ
ー
タ
リ
ー
広
場
は

雑
草
が
茂
っ
て
和
気
町
の

玄
関
口
と
し
て
は
決
し
て

美
し
い
景
観
と
は
思
わ
れ

な
い
。「
美
し
い
自
然
と
調

和
し
た
快
適
で
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
」
の
一
環
と
し

て
環
境
整
備
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答 

西
本 

都
市
建
設
課
長

　

駅
周
辺
整
備
事
業
な
ど

で
駅
前
広
場
や
自
転
車
置

き
場
︑
南
北
公
衆
ト
イ
レ

等
の
整
備
を
行
い
︑
駅
利

用
者
の
利
便
性
も
高
ま
り
︑

和
気
駅
の
利
用
客
の
増
加

に
も
寄
与
し
て
い
る
も
の

と
考
え
て
い
る
︒

　

南
側
ロ
ー
タ
リ
ー
の
ミ

ニ
公
園
化
に
つ
い
て
は
︑

南
北
の
生
活
道
と
し
て
の

利
用
や
送
迎
な
ど
交
通
量

も
か
な
り
あ
り
︑
交
通
安

全
の
上
か
ら
問
題
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
︒
し
か
し
︑

J
R
の
利
用
促
進
を
図

る
こ
と
が
︑
駅
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
や
減
便
さ
れ
た

ダ
イ
ヤ
復
活
に
今
後
と
も

積
極
的
に
施
策
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
︒

問 

交
通
安
全
上
の
問
題

を
ク
リ
ア
し
て
、
駅
周
辺

で
の
憩
い
と
安
ら
ぎ
の
場

の
整
備
の
必
要
性
を
理
解

し
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

答 

稲
山 

副
町
長

　

駅
南
ロ
ー
タ
リ
ー
の
ミ

ニ
公
園
化
に
つ
い
て
は
︑

交
通
安
全
を
考
え
る
上
で

は
問
題
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
が
︑
今
後
の
検
討
課

題
と
し
て
い
き
た
い
︒

ミ
ニ
公
園
化
が
望
ま
れ
る

和
気
駅
南
ロ
ー
タ
リ
ー

p.11 わけ議会だより61号

居樹　豊議員の
一般質問動画は
ここから→



一般質問

問 

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予

約
キ
ャ
ン
セ
ル
の
実
績
数

と
、
予
約
が
キ
ャ
ン
セ
ル

と
な
っ
た
ワ
ク
チ
ン
の
利

用
法
は
。

答 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　

医
療
機
関
か
ら
町
へ
連

絡
の
あ
っ
た
予
約
キ
ャ
ン

セ
ル
数
は
��
件
程
度
で
︑

実
際
は
も
う
少
し
多
い
と

思
わ
れ
る
︒

　

申
し
出
の
あ
っ
た
キ
ャ

ン
セ
ル
分
の
ワ
ク
チ
ン
は
︑

町
か
ら
医
療
機
関
へ
接
種

の
支
援
に
行
く
��
名
の
職

員
の
内
︑
未
接
種
の
職
員

に
対
応
す
る
︒

問
未
接
種
者
へ
の
今
後

の
対
応
は
。

答 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
は

十
分
あ
る
と
専
門
家
の
意

見
も
あ
る
の
で
︑
未
接
種

者
へ
啓
発
し
︑
新
型
コ
ロ

ナ
が
収
束
す
る
よ
う
対
策

を
進
め
て
い
く
︒

問 

64
歳
以
下
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
時
間
を
平
日
の

時
間
外（
午
後
5
時
以
降
）

に
し
て
み
て
は
。

答 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　

��
歳
以
下
と
な
る
と
仕

事
を
さ
れ
て
い
る
方
も
多

い
の
で
︑
土
曜
日
・
日
曜

日
・
夜
間
の
集
団
接
種
を

和
気
と
佐
伯
で
計
画
し
て

い
る
︒

　

医
療
機
関
は
日
中
診
療

を
行
っ
て
お
り
︑
診
療
後

の
接
種
協
力
は
難
し
い
と

考
え
て
い
る
︒

意
見 

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
で
一

番
大
切
な
事
は
、
人
々
の

体
調
、
健
康
状
態
の
把
握

で
あ
る
。
つ
い
て
は
そ
れ

を
病
院
と
連
携
し
て
行
い
、

そ
の
効
果
を
し
っ
か
り
つ

か
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果

が
非
常
に
あ
る
こ
と
が
わ

か
れ
ば
、
町
民
の
方
々
に

周
知
し
、
よ
り
多
く
の
方

の
接
種
を
望
む
。

神
﨑 
良
一

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
人
や

未
接
種
者
へ
の
対
応
は

再
度
の
予
約
の
取
り
直
し
や
啓
発
で
対
応
す
る

わけ議会だより61号 p.12

神﨑良一議員の
一般質問動画は
ここから→

＊まず予約をしましょう

＊ワクチン接種の流れ（事前に手続きが必要です）

＊接種は2回必要です

ワクチン
接種状況

＊接種に不安がある方は、事前にかかりつけ医などにご相談を。
＊「接種券」に同封の「予診票」を事前に記入してから病院へいきましょう。
＊自宅で体温を測定をし、発熱など体調不良の場合は接種を控えましょう。
＊肩を出しやすい服装で。
＊予約をキャンセルする場合は、必ず連絡をしてください。

１回目と２回目の接種の間隔は３週間空けましょう。

新型コロナウイルスワクチン接種について
令和3年 7月 5日から 65歳未満の方もワクチン接種を開始しています

６５歳以上

６５歳未満

人数

割合

人数

割合

4,590人

81.5％

714人

9.9%

3,095人

54.9%

180人

2.5%

1,045人

18.5%

6,499人

90.1%

5,635人

7,213人

令和３年７月７日時点

年　　齢 項目 １回目 ２回目 未 接 種 対象者数



問 

学
校
給
食
の
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
化
は
、
子
ど
も
の
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
や
発
達
障
害

に
歯
止
め
を
か
け
、
か
つ
地

域
再
生
の
起
爆
剤
と
な
り
得

る
。
和
気
町
の
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
学
校
給
食

に
つ
い
て
、

①
学
校
給
食
の
食
材
調
達
は
。

②
有
機
無
農
薬
食
材
は
使
用

し
て
い
る
か
。

③
今
後
有
機
食
材
に
変
更
あ

る
い
は
使
用
し
て
い
く
考

え
は
。

答 

万
代 

教
育
次
長

①
１
か
月
分
を
公
益
財
団
岡

山
県
学
校
給
食
会
を
中
心

に
一
括
発
注
し
て
い
る
︒

ま
た
︑
和
気
健
康
農
業
研

究
会
や
和
気
町
学
校
給
食

地
産
地
消
推
進
協
議
会
︑

地
元
業
者
か
ら
も
納
入
を

し
て
い
る
︒

②
有
機
無
農
薬
野
菜
は
約
��

品
目
で
︑
野
菜
全
体
の
約

��
％
に
な
っ
て
い
る
︒

③
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
化
に
つ
い

て
は
課
題
は
多
い
が
︑
可

能
な
範
囲
で
有
機
無
農
薬

食
材
を
利
用
し
た
学
校
給

食
に
取
り
組
ん
で
い
く
︒

答 

徳
永 

教
育
長

　

安
全
・
安
心
と
い
う
観
点

で
考
え
る
と
大
変
有
効
で
あ

る
︒
学
校
給
食
運
営
委
員
会

や
教
育
委
員
会
議
な
ど
に
も

諮
り
︑
十
分
検
討
し
て
い
く
︒

太
田 
啓
補

学
校
給
食
の

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
化
の
考
え
は

可
能
な
範
囲
で
有
機
食
材
使
用
の

学
校
給
食
に
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

進
捗
状
況
は

問

海
洋
ご
み
へ
の
対
策
は

問

問 

コ
ロ
ナ
禍
の
医
療
崩

壊
に
よ
り
、
自
宅
で
亡
く
な

る
事
態
も
発
生
し
て
い
る
。

政
府
と
関
係
自
治
体
の
不
作

為
は
許
さ
れ
な
い
が
、
和
気

町
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
と

聞
い
て
い
る
。

①
医
療
機
関
の
現
状
と
医
療
機

関
へ
の
ワ
ク
チ
ン
の
配
送

体
制
と
供
給
状
況
は
。

②
外
国
人
の
接
種
状
況
や
副
反

応
な
ど
へ
の
言
語
対
応
は
。

③
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど
の
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
対
象
外
の
児
童
・

生
徒
へ
の
実
施
、
自
主
的

に
検
査
を
受
け
る
人
へ
の

補
助
の
考
え
は
。

④
各
医
療
機
関
の
一
般
診
療
に

影
響
が
出
て
、
減
収
に
な

て
い
る
医
療
機
関
へ
の
補

填
や
医
師
や
看
護
師
へ
の

慰
労
金
な
ど
の
考
え
は
。

答 

松
田
健
康
福
祉
課
長

①
ワ
ク
チ
ン
は
北
川
病
院
で
一

括
管
理
し
て
お
り
︑
そ
こ
か

ら
町
内
の
医
療
機
関
へ
薬
品

卸
業
者
に
委
託
し
て
配
送
し

て
い
る
︒

②
外
国
人
の
接
種
対
象
者
は
︑

��
歳
以
上
が
��
名
︑
そ
の
他

２
８
１
名
の
方
が
お
り
︑
基

本
的
に
は
勤
務
し
て
い
る
事

業
所
な
ど
で
対
応
さ
れ
る
︒

予
約
窓
口
で
は
英
語
で
の
対

応
が
で
き
る
︒

③
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど
は
︑
保
健

所
の
指
示
や
校
医
と
も
相
談

し
︑
検
査
の
範
囲
を
決
め
た

上
で
実
施
す
る
︒
自
主
的
に

検
査
を
受
け
る
人
へ
の
補
助

は
考
え
て
い
な
い
︒

④
医
療
機
関
の
収
益
︑
経
費
的

な
面
で
の
話
や
要
望
は
な
い

が
︑
全
く
影
響
が
な
い
と
は

考
え
て
お
ら
ず
︑
接
種
実
施

に
あ
た
っ
て
資
材
準
備
の
た

め
の
費
用
や
接
種
費
用
の
加

算
な
ど
︑
町
独
自
の
支
援
を

行
う
︒

答 

草
加
町
長

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
︑
抗
原
検
査
な

ど
に
つ
い
て
は
︑
変
異
株
の
動

向
を
見
な
が
ら
考
え
た
い
︒

太田啓補議員の
一般質問動画は
↓ここから

問 

海
洋
ご
み
の
ほ
と
ん

ど
が
私
た
ち
の
生
活
圏
か
ら

発
生
し
た
も
の
で
、
海
の
生

物
や
人
体
に
悪
影
響
を
与
え

て
い
る
。
岡
山
県
も
共
同
事

業
を
開
始
し
た
が
、
和
気
町

も
対
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

①
和
気
町
か
ら
瀬
戸
内
海
へ

の
ご
み
の
量
は
。

②
対
策
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
か
。

③
岡
山
連
携
中
枢
都
市
圏
が

取
り
組
む
具
体
的
な
施
策

は
何
か
。

④
農
業
用
肥
料（
被
覆
肥
料
）

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
殻
の
流

出
防
止
は
。

答 

岡
本
民
生
福
祉
部
長

①
ご
み
の
量
は
不
明
だ
が
︑

河
川
美
化
活
動
で
の
回
収

ご
み
は
︑
年
間
約
５
０
０

キ
ロ
の
可
燃
ご
み
と
粗
大

ご
み
が
あ
り
︑
新
田
原
井

堰
か
ら
も
約
��
ト
ン
の
河

川
ご
み
が
あ
る
︒︒

②
海
洋
ご
み
で
問
題
と
な
っ

て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
は
︑
適
正
な
処
理
を
進

め
る
た
め
に
分
別
回
収
を

行
っ
て
い
る
︒

③
海
洋
ご
み
削
減
を
目
指
し

た
海
岸
や
河
川
清
掃
な
ど

の
実
施
︑
海
洋
ご
み
に
関

す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
︑
及
び

パ
ネ
ル
展
な
ど
を
計
画
し

て
い
る
︒

④
農
業
肥
料
殻
は
︑
県
内
の

河
川
河
口
付
近
に
お
い
て

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

状
態
で
の
漂
着
が
確
認
さ

れ
て
お
り
︑
環
境
へ
の
悪

影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
︒

被
覆
殻
の
流
出
を
防
止
す

る
た
め
︑
農
業
者
の
方
へ

町
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
周
知
を
図
る
︒

一般質問
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一般質問

問 

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
円

滑
に
進
ん
で
い
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
希
望
し
な
い
人
が
同

調
圧
力
で
接
種
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
も
あ
る
と
聞

く
の
で
、
配
慮
し
て
も
ら

い
た
い
。

　

わ
が
国
で
は
20
歳
以
下

の
死
亡
者
は
０
人
な
の
で
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
は

な
く
、
副
反
応
の
リ
ス
ク

だ
け
な
の
で
、
中
学
校
で

の
集
団
接
種
は
不
要
で
は

な
い
か
。
無
症
状
者
か
ら

の
感
染
は
ほ
ぼ
な
い
と
の

論
文
も
あ
る
。

　

厚
労
省
に
よ
る
と
、
ワ

ク
チ
ン
と
の
因
果
関
係
は

不
明
と
し
な
が
ら
も
、
6

月
9
日
現
在
で
接
種
後
に

1
9
6
人
の
死
亡
の
発
表

が
あ
る
。
コ
ロ
ナ
で
の
死

亡
は
ほ
ぼ
高
齢
者
と
基
礎

疾
患
が
あ
る
人
だ
が
、
ワ

ク
チ
ン
で
は
全
く
持
病
が

な
い
若
い
人
が
何
人
も
亡

く
な
っ
て
い
る
。

　

徳
島
大
学
名
誉
教
授
の

大
橋
眞
先
生
は
厚
労
省
発

表
の
デ
ー
タ
か
ら
、
卵
巣

に
ワ
ク
チ
ン
成
分
が
影
響

す
る
可
能
性
を
示
唆
し
、

今
か
ら
で
も
動
物
実
験
を

す
べ
き
と
主
張
し
て
い
る
。

否
定
的
な
専
門
家
の
意
見

も
参
考
に
す
べ
き
で
は
。

答 

國
定 

学
校
教
育
課
長

　

副
反
応
へ
の
不
安
も
あ

る
が
︑子
ど
も
た
ち
が
コ

ロ
ナ
禍
以
前
の
学
校
生
活

に
戻
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
声
も
あ
る
︒
子
ど
も
た

ち
の
安
心
安
全
の
た
め
︑

国
や
県
の
指
導
や
動
向
を

参
考
に
︑
学
校
医
ら
と
検

討
し
︑
現
在
は
個
別
接
種

の
方
向
で
考
え
て
い
る
︒

尾
崎 
智
美

小
中
学
校
で
の

集
団
接
種
に
つ
い
て
の
考
え
は

集
団
接
種
で
は
な
く
︑

個
別
接
種
で
検
討
を
進
め
る

環境省・厚生労働省によるリーフレット
「熱中症予防行動」より抜粋

学
校
で
の
児
童
や
生
徒
へ
の

マ
ス
ク
指
導
や
熱
中
症
対
策
は

問問 
今
年
２
月
、
大
阪
府

高
槻
市
の
小
学
校
で
、
マ

ス
ク
を
着
け
て
持
久
走
を

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
５

年
生
の
男
子
児
童
が
突
然

倒
れ
死
亡
す
る
と
い
う
痛

ま
し
い
事
故
が
発
生
し
た
。

マ
ス
ク
と
死
亡
と
の
因
果

関
係
は
不
明
と
の
こ
と
だ

が
、
父
親
の
話
で
は
と
て

も
健
康
だ
っ
た
と
の
こ
と
。

　

手
を
上
に
伸
ば
す
と
２

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
な
る
。

こ
れ
を
日
本
の
総
人
口
1

億
2
5
0
0
万
人
と
し
た

時
、
こ
の
１
年
半
で
コ
ロ

ナ
で
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ

る
約
1
3
0
0
0
人
は
ど

れ
ぐ
ら
い
の
高
さ
か
。

　

答
え
は
0.2
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
、1
ミ
リ
の
5
分
の
1
。

過
剰
な
対
応
に
よ
り
、
コ

ロ
ナ
対
策
に
よ
る
死
亡
者

の
方
が
多
く
な
っ
て
は
無

意
味
。
コ
ロ
ナ
だ
け
が
病

気
で
は
な
い
の
で
、
夏
に

か
け
て
熱
中
症
に
も
注
意

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答 

國
定 

学
校
教
育
課
長

　

体
育
︑外
遊
び
︑登
下

校
の
場
面
や
︑息
苦
し
い

と
感
じ
た
時
は
マ
ス
ク
を

外
す
よ
う
指
導
し
て
い
る
︒

気
温
や
暑
さ
指
数
が
高
い

日
に
は
熱
中
症
対
策
を
優

先
し
︑感
染
症
対
策
を
講

じ
た
上
で
マ
ス
ク
を
外
す

よ
う
指
導
し
て
い
る
︒
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尾崎智美議員の
一般質問動画は
ここから→



問 

県
営
泉
団
地
は
も
と

も
と
１
９
８
戸
あ
っ
た
も

の
が
入
居
募
集
停
止
に
な

り
、
１
０
０
を
切
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
一
方
赤

磐
市
で
は
山
陽
６
丁
目
の

一
部
を
赤
磐
市
が
買
い
取

っ
て
市
営
の
若
者
住
宅
を

つ
く
る
と
計
画
し
て
い
る
。

何
ら
か
の
形
で
存
続
で
き

な
い
か
。

答
西
本
都
市
建
設
課
長

　

泉
団
地
は
県
が
管
理
し

て
お
り
︑
老
朽
化
で
入
居

募
集
を
停
止
し
て
い
る
︒

　

入
居
戸
数
は
１
０
１
戸

で
空
家
は
��
戸
︑
法
定
耐

用
年
数
の
��
年
を
超
え
て

い
る
︒
以
前
︑
岡
山
県
か

ら
譲
渡
の
話
が
あ
り
︑
当

面
の
修
繕
料
相
当
分
の
交

付
金
を
支
払
う
条
件
提
示

が
あ
っ
た
が
︑
建
て
替
え

時
期
が
来
て
い
る
こ
と
︑

将
来
多
額
の
負
担
が
生
じ

る
こ
と
か
ら
譲
受
を
断
念

し
た
︒

　

昨
年
度
︑
移
住
者
用
住

宅
な
ど
様
々
な
方
向
よ
り

再
編
計
画
を
検
討
し
た
が
︑

多
額
の
負
担
が
生
じ
る
こ

と
か
ら
計
画
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
︒

　

岡
山
県
の
今
後
の
方
針

や
判
断
に
よ
る
が
︑
従
来

ど
お
り
︑
区
と
し
て
の
行

政
単
位
を
維
持
し
て
い
き

た
い
︒

西
中 
純
一

泉
団
地
の
存
続
は
で
き
な
い
か

従
来
ど
お
り
維
持
し
て
い
き
た
い

一般質問

低
家
賃
住
宅
維
持
を

問

学
校
給
食
の
公
会
計
化
と

無
償
化
を

問問 

給
食
費
の
集
金
に
つ

い
て
、
幾
分
教
職
員
の
負

担
が
あ
る
。
こ
れ
を
公
会

計
に
す
る
と
教
職
員
の
事

務
負
担
が
な
く
な
る
。
ま

た
、
学
校
給
食
は
鶴
岡
市

で
欠
食
児
童
が
い
る
の
で
、

そ
れ
を
何
と
か
し
よ
う
と

始
ま
っ
た
制
度
で
、
現
在

コ
ロ
ナ
禍
で
ひ
と
り
親
世

帯
や
生
活
困
窮
世
帯
の
手

助
け
に
な
る
。
和
気
町
の

移
住
者
を
増
や
す
た
め
に

も
給
食
無
償
化
を
や
る
べ

き
で
は
。

答 

万
代 

教
育
次
長

　

和
気
町
で
は
︑
学
校
給

食
費
事
務
の
う
ち
大
半
は

学
校
事
務
職
員
と
業
務
ア

シ
ス
タ
ン
ト
が
行
っ
て
い

る
︒
公
会
計
化
す
る
と
︑

納
付
書
の
発
行
や
業
務
シ

ス
テ
ム
が
必
要
と
な
る
︒

給
食
運
営
委
員
会
と
も
協

議
し
な
が
ら
検
討
す
る
︒

　

給
食
無
償
化
に
は
年
間

約
５
０
０
０
万
円
必
要
で
︑

現
段
階
で
は
考
え
て
い
な

い
︒

問 

老
朽
化
し
た
宮
田
や

朝
日
団
地
の
一
部
を
廃
止

し
て
分
譲
地
を
開
発
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
町
営
住

宅
は
そ
の
ま
ま
で
持
ち
家

奨
励
し
て
い
る
よ
う
に
み

え
る
。
低
家
賃
の
住
宅
を

あ
る
程
度
維
持
し
て
い
く

の
が
筋
で
は
な
い
か
。

答 

西
本 

都
市
建
設
課
長

　

宮
田
分
譲
地
は
��
月
末

完
成
予
定
で
��
区
画
を
計

画
︑
朝
日
団
地
は
居
住
者

が
７
世
帯
︑
す
べ
て
の
方

に
了
解
を
い
た
だ
き
︑
６

月
末
に
順
次
引
っ
越
し
︑

分
譲
地
を
開
発
予
定
で
あ

る
︒
平
成
元
年
以
降
に
建

築
し
た
住
宅
は
︑
修
繕
し

て
長
寿
命
化
を
図
り
︑
低

家
賃
の
住
宅
を
供
給
し
て

い
く
︒
耐
用
年
数
が
過
ぎ

た
住
宅
に
つ
い
て
は
募
集

を
せ
ず
︑
跡
地
利
用
に
つ

い
て
慎
重
に
検
討
し
て
い

く
︒
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西中純一議員の
一般質問動画は
ここから→

県営泉団地

町営朝日団地

成長に重要な学校給食
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「コロナに負けない飛翼大会」

p.16

撮影場所：
撮影者：
コメント：

和気中学校
議会事務局職員
６月５日に開催された和気中学校の飛翼大会
の様子を撮影させていただきました。今大会は
コロナ禍の影響（緊急事態宣言下）で無観客、
半日開催となりましたが、この日のためにしっかり
練習を重ねてきた生徒たちの、取り組む姿勢と
笑顔が素晴らしい大会でした。なお、この様子は
学校側の努力で、来場できなかった保護者のため
にライブ配信されました。

　あなたが撮った写真が『議会だより』の表紙になります！
　発行月（1、4、7、10 月）にふさわしい町民の笑顔やイベント
行事などの写真をお送りください。
　採用になったお写真は、『議会だより』表紙に掲載するととも
に、誌面で紹介させていただきます。また、和気町ＰＲグッズ
を差し上げます。
　＊詳しい応募要項は、和気町議会ホームページをご覧いただく
か、事務局までお問い合わせください。

写真はイメージです。

一部加工・トリミングして掲載しています。

和気町議会だより  第６１号 令和３年７月2１日 発行

　高齢者向けの新型コロナワクチン接種がほぼ終わり、６４歳以下の方への接種の予約が始まりました。
皆さんもそろそろ巣ごもり生活から脱していこうとお考えでは？
　昨年好評いただいた「難読漢字への挑戦」はいかがでしょうか。
 ① 確り　　　② 晦ます　　　③ 茹だる
③の「茹だる」は、今の季節にぴったりの言葉です。皆さんもお分かりでは
ないでしょうか。これらの難読漢字の回答は次回の議会だよりに掲載します。
お楽しみに !　        （神﨑 良一）
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